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体験農園の始まり

体験農園は首都圏での農地保全を目的に始められた、
新しい農業収益事業形態です。

農地を残したい農家さんと、「農業を体験してみたい、食

育の一つとして子供たちに農業を経験させたい」と考えてい

た都市部住民の要望が合致してスタートしました。
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体験農園「実来生」がスタート

令和元年５月 体験農園「実来生」は都市部から離れた中山間地域での
体験農園事業の可能性を検証すべくスタートしました。

広島県農業技術センター様やJA広島北部様などのご指導・ご協力を得
て、初年度12組（登録者25名）、令和2年度は13組（登録者51名)の参加者
により、毎月２回の開催を定期的に実施しています。

み ら い



4

地域間交流、就農機会創出を目指して

参加者は近隣では安芸高田市内、三次市、庄原市。 多くは広島
市内からの参加で、大きな目的とした都市部住民との交流を実現し
ています。 広島市内から遠隔地であるというハンディキャップにも
拘わらず、毎回９０％以上の参加率を達成しています。

また、参加者の中から具体的な就農希望者も出ており、当初の事
業目的の可能性が確認されつつあります。
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活動状況－１

体験農園「実来生」では各種の農業作業を実際に行っていただ

くことにより、農業における苦労や楽しさを体験していただいてい

ます。 苗の定植方法をJA広島北部様から派遣いただいた指導

員様にご指導いただいたり、害虫の防除や農薬について広島県

農業技術センターの研究者様より直接ご講義いただいたり、多岐

に渡る実習が実施されました。

定植方法の指導

害虫防除・農薬の講義
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活動状況－２

体験農園「実来生」では各種の農業作業を体験していただくだけ

でなく、甲田地区住民との交流を目的としたイベントも開催しまし

た。

ミニSL乗車体験会

バーベキュー大会
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メディアでの紹介 -1

2019年3月10日
中国新聞
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2020年6月26日
全国農業新聞

メディアでの紹介 -2

体験農園の活動はホームページの
ブログでご覧いただけます。


